
　

１　施策の概要

（１）

２　評価の指標（施策に係る成果指標）

３　施策の点検（施策を進めるうえでの課題）

健康で安心して暮らせるまちづくり

第

部名 福祉部

細節 住み慣れた地域での生活を支える地域福祉の充実／支え合いのネッ

施　策　評　価　調　書

施策名 住み慣れた地域での生活を支える地域福祉の充実／支え合いのネッ

（２）
総合計画
の体系

第 03 章

２９年度予算額

事業費（Ａ） 2,568 807 17,949

04 節 地域での暮らしを支えるまちづくり

第 13

0.65 人 2.25 人 2.20

（３）
事業費
など

(単位：千円)

項目＼年度（平成） ２７年度決算額 ２８年度決算見込額

人

所要人件費（Ｂ） 5,436 18,700 18,243

総事業費（Ａ＋Ｂ） 8,004 19,507 36,192

従事職員数

財
源
内
訳

収
　
入

国庫支出金 2,702 7,396 13,457

府 支 出 金 1,351 3,698 6,727

そ の 他 2,090 3,353 7,592

市
負
担

地 方 債 0 0 0

そ の 他 465 3,698 6,727

一 般 財 源 1,396 1,362 1,689

指標項目 項目＼年度（平成） ２７年度実績 ２８年度実績 ２９年度計画

指標内容

認知症サポーターの養成数 目標値
14,300.00 18,100.00 21,700.00

（単位：人）

実績値
14,147.00 17,640.00

目標値の
積算方法

２４年度～２６年度：吹田市民の３％
２７年度～２９年度：吹田市民の６％

（単位：人）

達成度(%) 98.9 97.5

目標値
400.00 450.00 500.00

（単位：か所）

実績値
475.00 495.00

目標値の
積算方法

計画値 （単位：か所）

達成度(%) 118.8 110.0

指標内容

高齢者支援事業者との連携による見守
り事業延登録事業者数

認知症になっても安心して暮らせるまち吹田をめざし、地域住民と事業者が連携し、高齢者を見守るネットワーク構築の
ため、施策の着実な実施が重要です。



　

４　施策の評価

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

公
平
性

持
続
可
能
性

合
計

な
し

大 18 18 20 18 18 92

な
し

大 18 16 16 18 18 86

な
し

大 20 18 18 20 16 92

全
部

大 18 18 18 20 16 90

全
部

大 16 20 20 18 20 94

な
し

大 20 20 18 20 16 94

0

0

0

0

0

0

0

0

今後の
方向性
（実施
計画）

01436 継続

次年度
の
優先
順位

施策を構成する
事務事業名

室課名
事業
番号

市
単
独
事
業
区
分

施
策
へ
の
貢
献
度

各視点からの評価
（20　→　4）
 高　→　低

01433 継続

1 認知症初期集中支援推進事業 高齢福祉室 01435 継続

2 認知症地域支援・ケア向上事業 高齢福祉室

00418 継続

3
認知症サポーター養成事業（介護
保険特別会計）

高齢福祉室 00417 継続

4 認知症地域サポート事業 高齢福祉室

5
高齢者支援事業者との連携による
見守り事業

高齢福祉室 00368 継続

6
徘徊高齢者ＳＯＳネットワーク事業
（介護保険特別会計）

高齢福祉室

7

8

9

10

11

12

優先順位をつけるに
あたっての考え方

認知症総合支援事業として、市が必ず実施しなければならない認知症初期集中支援推進事業と
認知症地域支援・ケア向上事業を上位に位置付けました。次いで、市民等に認知症を正しく理解
してもらう認知症サポーター養成講座を位置付けました。

13

14


